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	そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。

	繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。
	そろばんを使って簡単な加法，減法の計算ができる。
	そろばんによる簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している。


	時間
	ねらい・学習活動
	観点
	学習活動における具体の評価規準例

	１
	そろばんの仕組み，数の入れ方(おき方)とはらい方について理解する。

6＋2，3＋6，4－3，8－6の珠の動かし方
	【関】
【知】
	○「そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとする」
Ｂ：そろばんによる簡単な計算の仕方を進んで身につけようとしている。

Ａ：そろばんを用いて，いろいろな計算をしてみようとしている。

○「そろばんによる簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している」
Ｂ：そろばんを用いて簡単な加法・減法の計算の仕方を理解している。

Ａ：加法・減法等で正しい指の使い方を理解している。

	２
	4＋1，4＋2，5－1，6－2の珠の動かし方を理解して，計算することができる。
	【技】
	○「そろばんを使って簡単な加法，減法の計算ができる」
Ｂ：そろばんを用いて簡単な加法，減法の計算ができる。

Ａ：そろばんを用いて簡単な加法，減法が確実にできる。

	３
	9＋3，7＋6，11－3，13－7の珠の動かし方を理解して，繰り上がりや繰り下がりの計算をすることができる。
	【考】
	○「繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる」
Ｂ：繰り上がりや繰り下がりの伴う加減の仕方を考えることができる。
Ａ：繰り上がりの加法では，そろばんと暗算では数の分解の仕方が異なることに気付くことができる。

	４
	大きな数や小数の計算ができる。
	【技】
	○「そろばんを使って大きな数や小数の加法，減法の計算ができる」
Ｂ：そろばんを用いて大きな数や小数の加法，減法の計算ができる。

Ａ：そろばんを用いて大きな数や小数の加法，減法が確実にできる。


